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企
業
概
要

代表者名 サンプル太郎 所在地 〇〇県〇〇市〇〇町
総従業員数 100名 創業 / 設立 2000年4月01日 設立

事業の
内容

(　業種　)
総合工事業

(　取扱商品やサービス内容等　)
総合工事業

単位：千円

勘定科目 実績 売上比 実績 売上比 計画 売上比
損益計算書 2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期

売上高 283,410 100.00 274,307 100.00 300,000 100.00
売上原価 211,927 74.78 211,927 77.26 230,745 76.92
[製]減価償却費 284 0.10% 284 0.10% 105 0.04%
その他の売上原価 211,643 74.68 211,643 77.16 230,640 76.88
売上総利益 71,483 25.22 62,380 22.74 69,255 23.09
販管費 59,944 21.15 60,038 21.89 59,911 19.97
減価償却費 388 0.14% 371 0.14% 371 0.12%
その他の販管費 59,555 21.01 59,667 21.75 59,540 19.85
営業利益 11,540 4.07% 2,342 0.85% 9,344 3.11%
営業外収益 497 0.18% 559 0.20% 559 0.19%
営業外費用 ▲2,108 ▲0.74 ▲1,875 ▲0.68 ▲2,126 ▲0.71
経常利益 14,145 4.99% 4,776 1.74% 12,029 4.01%
特別利益 0 0.00% 0 0.00% 0 0.00%
その他の特別利益 0 0.00% 0 0.00% 0 0.00%
特別損失 0 0.00% 0 0.00% 0 0.00%
その他の特別損失 0 0.00% 0 0.00% 0 0.00%
税引前当期利益 14,145 4.99% 4,776 1.74% 12,029 4.01%
法人税等 4,267 1.56% 4,267 1.56% 4,029 1.34%
税引後当期利益 9,878 3.49% 509 0.19% 8,000 2.67%

重点課題 具体的改善施策

2023年3月期
の業績について

売上高はGMS、大手アパレル商社の事業規模縮小を受け、前期比〇〇%にて着地しました。売
上総利益率は販売先からの値下げ要請強く、また一部見切り売もあり前期比〇〇％となりました。
販管費は荷造運賃、販売促進費は増加したものの、役員報酬、旅費交通費は減少している。

業務面について
・A社の業績不振は今後も予想されるため、ほかの取引先開拓、とりわけ新規取引としてB商店
（A社のライバル的な存在で最近は出店も旺盛で業績は堅調とのことである）が獲得できており、
今後の取引拡充を狙う。

財務面について
・直近期において、黒字計上で自己資本比率も良好でございます。
・今期2024年3月期は黒字回復はもちろん、資本のさらなる向上を目標とする。

今期の計画について
・A社の売上減少はつづくが、B商店やその他の引き合いに積極的に対応することで売り上げは　前
期比で増加の300万円を目標とする。

仕入先
A株式会社
B株式会社

外注先

■ 当社売上構成

売上構成１
30.00%

売上構成２
15.00%

売上構成３
10.00%

その他
45.00%

■ 当社販売先

販売先１
30,000千円

販売先２
15,000千円

販売先３
10,000千円

その他
45,000千円

財務指標
キャッシュフロー 10,550千円 1,164千円 8,476千円
借入金 4,714千円 14,420千円 21,788千円
総資産 510,129千円 311,117千円 328,899千円
自己資本比率 40.15% 69.14% 67.84%
債務償還年数 20.52年 4.71年 1.52年

■ 2023年9月受注状況

受注状況１ 10,000千円 受注状況３ 1,100千円
受注状況２ 12,000千円 その他 50,000千円
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